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ノ 巨樹 しか わいNo.３ 平成２年８月１日

囿
耐
鰡
騨
蕊
塁
妨

何
と
は
な
い
空
白
の
時
期
に
、
た
ま
た
ま

「
巨
樹
の
会
」
の
発
足
を
知
り
、
縁
あ
っ

て
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
も
っ
て

私
に
は
、
巨
樹
に
つ
い
て
の
さ
だ
か
な
イ

メ
ー
ジ
は
定
着
し
て
お
ら
ず
、
ま
し
て

お
こ

「
巨
樹
を
語
る
」
な
ど
は
烏
涛
が
ま
し
い

限
り
で
あ
る
。
〃
自
然
科
学
“
を
や
っ
て

い
る
者
の
は
し
く
れ
と
し
て
、
自
然
の
歴

史
だ
の
、
自
然
環
境
の
保
全
だ
の
に
つ
い

て
、
多
少
の
考
え
や
意
見
を
抱
い
て
は
い

る
も
の
の
、
そ
れ
は
多
分
に
ま
だ
観
念
的

な
も
の
で
、
決
し
て
身
に
つ
い
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
、
近
頃
つ
く
づ
く
反
省
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

圖
搾
震
滞
帥
騏
偲
燗
〃

と
に
巨
樹
に
深
く
感
応
し
た
経
験
が
う
す

い
か
ら
で
あ
る
。
さ
し
て
深
い
意
味
な
し

に
、
た
だ
巨
樹
を
仰
ぎ
見
、
そ
の
偉
大
と

け
ん

尊
厳
に
敬
虐
の
念
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
る
、

し
か
し
そ
れ
以
上
に
深
く
感
応
し
、
感
じ

入
り
考
え
る
こ
と
な
し
に
、
一
一
一
一
口
わ
ば
通
り

過
ぎ
て
き
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
人
生

の
ラ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー
に
さ
し
か
か
っ
て
、

い
さ
さ
か
の
余
暇
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、

過
ぎ
来
し
方
を
ふ
り
か
え
っ
て
見
た
時
、

巨
樹
幻
想

忘
れ
た
も
の
を
思
い
出
す
か
の
よ
う
に
、

改
め
て
巨
樹
の
存
在
に
今
一
度
気
づ
い
た

と
い
う
次
第
で
あ
る
。

ｍ門川剛側凹琳楜棚泪川馴れⅧⅧ姉詐
ら
く
幼
児
期
に
お
よ
そ
形
作
ら
れ
る
も
の

さ
く
ば
く

で
あ
ろ
う
。
索
漠
た
る
砂
丘
の
上
の
漁
村

で
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、
大
樹
ら
し
き

も
の
と
い
え
ば
、
寺
と
氏
神
の
社
の
境
内

に
あ
っ
た
、
イ
チ
ョ
ウ
と
ス
ギ
、
マ
ツ
く

ら
い
の
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
ほ
か
、
生
家
の
前
の
道
を
は
さ
ん

だ
真
向
い
に
は
、
イ
チ
ョ
ウ
の
古
木
が
あ
っ

た
。
生
涯
の
間
に
み
ず
か
ら
写
生
を
試
み

た
唯
一
の
大
樹
は
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
で
あ
っ

た
。
子
供
の
頃
に
は
、
こ
の
イ
チ
ョ
ウ
の

古
木
の
実
を
拾
え
た
も
の
だ
っ
た
が
、
そ

の
後
、
保
護
も
手
当
も
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
急

速
に
衰
え
が
は
げ
し
く
な
り
、
今
で
は
朽

ち
果
て
て
見
る
影
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
は
心
の
こ
り
で
あ
る
。

同Ⅲ門川Ⅲ燗］卿岫艸幽仙紳扣削柵籾
人
た
ち
に
は
、
も
っ
と
豊
か
な
森
の
思
想
、

巨
樹
へ
の
憧
慣
が
、
深
く
心
の
奥
底
に
植

え
つ
け
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
う
し

た
人
々
も
、
故
郷
の
村
や
森
か
ら
は
な
れ

て
、
近
代
化
し
た
都
市
砂
漠
の
中
に
投
げ

Ｐ

紬

野
義
夫

出
さ
れ
、
士
の
に
お
い
か
ら
も
隔
絶
さ
れ

て
、
森
や
大
樹
と
は
た
ま
さ
か
に
し
か
出

会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
近
代
文
明
と

称
す
る
も
の
の
浅
は
か
さ
、
は
か
な
さ
に

気
づ
い
た
時
に
、
人
間
存
在
の
根
っ
子
に

あ
る
森
や
林
と
、
そ
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

故
郷
の
巨
樹
・
巨
木
に
、
今
一
度
思
い
を

い
た
す
人
は
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

国Ⅲ凹鋺Ⅶ刑が獣Ⅶ順悼阯小而削、
生
き
も
の
、
化
石
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る

も
の
は
、
い
わ
ば
〃
飯
の
種
〃
で
あ
る
。

私
も
貝
類
や
哺
乳
類
な
ど
、
幾
つ
か
の
動

物
化
石
を
手
が
け
た
こ
と
は
あ
る
。
し
か

し
、
植
物
や
植
物
化
石
に
つ
い
て
は
と
ん

と
知
識
が
な
く
、
植
物
オ
ン
チ
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
観
念
の
上
で
は
、
植
物
化
石
か

ら
太
古
の
森
林
を
想
像
す
る
と
い
う
、
あ

ぶ
な
い
芸
当
を
や
っ
て
み
る
こ
と
も
あ
る
。

だ
が
悲
し
い
か
な
、
ほ
ん
と
う
の
生
き
た

森
を
知
ら
ず
、
巨
樹
た
ち
に
感
応
し
た
経

験
の
な
い
者
に
と
っ
て
は
、
生
き
た
森
を

構
想
す
る
こ
と
は
つ
い
に
不
可
能
で
あ
る
。

化
石
の
断
片
と
い
う
浅
薄
な
知
識
だ
け
か

ら
で
は
、
森
の
息
吹
き
を
再
現
す
る
こ
と

な
ど
、
所
詮
は
覚
束
な
い
仕
儀
と
相
成
る

の
で
あ
る
。

［側Ⅲ旧ｕ加川紬祁嘩川畑燗訓訓江荊
材
が
、
少
く
と
も
ふ
た
つ
は
あ
る
。
ひ
と

つ
は
、
一
億
年
あ
ま
り
前
の
、
「
手
取
の

森
」
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
の
恐
竜
化
石

Ｐ

（
の
破
片
）
で
近
年
再
び
脚
光
を
浴
び
て

い
る
手
取
層
群
の
化
石
（
動
物
・
植
物
）

の
研
究
を
総
合
し
て
、
こ
の
時
代
の
森
と

湖
と
恐
竜
た
ち
の
生
き
ざ
ま
を
お
さ
め
た
、

｜
幅
の
太
古
の
幻
想
画
を
、
い
つ
の
曰
か

描
い
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
森
に

亭
々
と
そ
び
え
立
つ
巨
木
は
何
だ
ろ
う
か
。

［ⅢⅢⅡⅢＮＵＭ０棚応糀榊柵州）（圧
亜
熱
帯
型
の
森
林
で
あ
る
。
加
賀
や
能
登

の
火
山
灰
層
の
中
に
埋
も
れ
て
い
る
、
さ

ま
ざ
ま
な
樹
木
の
珪
化
木
こ
そ
、
こ
の
森

林
の
主
役
た
ち
の
証
跡
で
あ
る
。
兼
六
園

夕
顔
亭
の
手
洗
鉢
と
な
っ
て
い
る
ヤ
シ
類

も
、
こ
の
森
の
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
構
成

員
で
あ
る
。
こ
の
時
代
の
亜
熱
帯
林
（
当

時
日
本
海
沿
岸
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
）
は
、

’
億
年
あ
ま
り
前
の
「
手
取
の
森
」
と
は

ち
が
っ
て
そ
の
樹
種
構
成
は
現
在
の
地
球

上
の
亜
熱
帯
林
に
き
わ
め
て
よ
く
似
た
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

回附Ⅲ側目抑燗州川脳刑が仙純岬』城
は
現
在
の
森
林
で
あ
り
、
生
き
て
い
る
巨

樹
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
貴
重
な
存
在
に
、

ど
う
接
し
て
い
く
の
が
よ
い
の
か
、
私
た

ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う

か
。
こ
う
し
た
問
題
は
幻
想
な
ど
で
は
な

く
、
現
実
の
課
題
と
し
て
浮
か
び
あ
が
っ

て
く
る
。
巨
樹
た
ち
を
今
い
ち
ど
見
つ
め
、

衆
智
を
あ
つ
め
て
行
動
に
う
つ
す
時
期
の

よ
う
だ
。
（
か
せ
の
・
よ
し
お
地
質
学
者
）

２

























わ巨樹 しかい 平成２年８月１日No.３

松
は
幼
齢
木
及
び
老
齢
木
、
巨
樹
と
も

に
、
害
虫
、
病
菌
、
生
理
障
害
等
に
よ
っ

て
枯
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
う
ち
で
現

在
最
も
被
害
の
大
き
い
の
は
、
松
の
材
線

虫
病
で
あ
る
。
松
の
材
線
虫
病
は
、
体
長

一
ミ
リ
に
み
た
な
い
小
さ
な
マ
ッ
ノ
ザ
ィ

セ
ン
チ
ュ
ウ
と
、
こ
の
線
虫
を
運
ぶ
媒
介

者
で
あ
る
体
長
三
セ
ン
チ
の
マ
ッ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
に
よ
っ
て
お
き
る
も
の
で
あ

る
。

マ
ッ
ノ
カ
ミ
キ
リ
が
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
運

ぶ

六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
マ
ッ
ノ
ザ
ィ

セ
ン
チ
ュ
ウ
の
被
害
木
で
羽
化
し
た
マ
ッ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
が
、
体
一
杯
に
マ
ッ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
つ
け
て
ほ
か
の
松

に
飛
び
移
り
新
し
い
枝
を
か
じ
る
。
す
る

と
マ
ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
尻
か
ら
マ

ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
た
く
さ
ん
出
て

き
て
、
枝
の
か
じ
り
跡
か
ら
松
材
の
内
部

に
潜
入
し
て
増
殖
し
、
材
の
養
分
を
吸
収

し
て
松
を
枯
ら
す
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
防
除
す
る
に
は
、
マ
ッ
ノ
マ
ダ

ラ
カ
ミ
キ
リ
と
マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

と
を
区
別
し
て
防
除
す
る
必
要
が
あ
る
。

マ
ッ
ノ
カ
ミ
キ
リ
の
防
除

ま
ず
、
マ
ッ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
に
対

松
を
枯
ら
す

恐
ろ
し
い
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

向
本
歓
覚

し
て
は
、
六
月
上
旬
か
ら
七
月
下
旬
の
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
か
か
え
た
マ
ダ
ラ
カ
ミ

キ
リ
が
、
新
し
い
松
の
枝
を
求
め
て
外
に

飛
び
出
す
こ
ろ
、
セ
ビ
モ
ー
ル
、
ス
ミ
。
ハ

イ
ン
等
を
空
中
ま
た
は
地
上
散
布
を
し
て

防
除
す
る
。

ま
た
、
松
の
枯
損
木
に
つ
い
て
は
、
十

月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
伐
倒
し
、
枝

幹
と
と
も
に
七
・
五
号
乳
剤
や
。
ハ
ィ
ン
サ

イ
ド
油
剤
等
を
散
布
し
て
材
の
内
部
に
潜

さ
な
ぎ

り
込
ん
で
い
る
幼
虫
や
蝿
を
防
除
す
る
。

マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
防
除

次
に
、
マ
ッ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
対

し
て
は
、
十
一
月
上
旬
か
ら
三
月
中
旬
に

か
け
て
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
エ
イ
ト
、
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
等
を
樹
幹
に
差
し
込
ん
で
注
入

す
る
。

松
の
異
状
発
見
が
ポ
イ
ン
ト

い
ず
れ
に
し
て
も
松
の
巨
樹
、
老
木
、

名
木
等
が
樹
木
の
衰
弱
、
葉
色
の
変
化
、

枝
先
の
枯
死
、
樹
幹
の
剥
皮
、
虫
孔
、
腐

朽
が
な
い
か
、
異
状
の
発
見
に
気
を
つ
け

る
。
も
し
異
状
を
発
見
し
た
場
合
は
、
速

や
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
処
置
、
手
当
を
施
し

て
、
い
つ
ま
で
も
生
育
す
る
よ
う
保
護
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

（
日
本
の
松
の
緑
を
守
る
会
評
議
員
）

Ｐ

松
枝

幸
早

空
高
く
伸
び
た
巨
樹
の
下
に
佇
む
と
霊

気
を
感
じ
、
自
然
と
頭
が
下
が
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
高
木
が
変
調
を
来
た

し
ま
す
と
、
目
さ
え
届
か
ぬ
高
さ
の
た
め

原
因
の
診
断
や
確
認
、
防
除
等
に
困
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
が
、
上
へ
登
ら
な
く

て
も
判
断
で
き
ま
す
。

老
大
木
を
今
後
と
も
健
や
か
に
愛
護
し

て
行
く
た
め
に
、
今
回
か
ら
こ
れ
ら
の
予

備
知
識
を
記
し
て
参
考
に
供
し
ま
す
。

根
元
か
ら
し
っ
か
り
見
る

樹
木
が
枯
れ
た
り
衰
弱
し
た
場
合
、
そ

の
進
行
の
遅
速
か
ら
、
一
般
的
に
急
激
な

も
の
は
害
虫
、
次
い
で
病
気
、
更
に
遅
い

も
の
は
生
理
障
害
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
、
「
弱
り
目
に
た
た
り
目
…
…
」

の
例
え
の
よ
う
に
、
最
近
は
特
に
複
合

的
、
相
乗
的
な
被
害
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。ま
ず
、
以
上
の
事
を
念
頭
に
お
い
て
、

①
樹
種
（
適
地
か
、
土
壌
の
乾
・
湿
等
）

②
植
栽
時
期
（
生
理
的
な
植
え
傷
み
は

な
い
か
）
…
…
を
確
か
め

③
主
な
原
因
は
何
か
（
最
も
問
題
）

④
さ
し
あ
た
り
の
対
策
・
処
置

⑤
恒
久
的
な
対
策
・
処
置
…
…
等
を
考

え
て
行
き
ま
す
。

病
害
虫
診
断
の

予
備
知
識

Ｐ

｜
目
瞭
然
な
病
害
虫
の
場
合
は
簡
単
で

す
が
、
判
断
に
困
る
時
は
、
①
ｌ
③
を
順

に
確
か
め
、
運
搬
途
上
に
衰
弱
し
た
も
の

や
、
不
適
時
期
の
植
栽
、
粗
悪
士
の
埋
立

地
と
い
う
場
合
、
あ
る
い
は
、
客
土
を
厚

く
し
て
酸
欠
を
招
い
た
と
い
う
事
も
あ
る

よ
う
で
す
。

樹
種
の
特
性
を
知
る

取
分
け
、
樹
種
特
有
の
性
質
（
陽
陰
性
、

乾
湿
地
性
、
潮
・
煙
の
耐
性
等
）
を
あ
ら

か
じ
め
熟
知
し
て
お
く
と
、
よ
り
正
し
い

判
断
が
早
く
行
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
点
、
庭
木
だ
け
で
も
樹
種
が
多
く

大
変
で
す
が
、
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

植
栽
時
期
は
ど
う
か

植
栽
方
法
や
時
期
に
つ
い
て
は
、
経
験

で
体
得
す
る
の
が
最
良
で
す
が
、
今
一
度

次
の
点
を
確
認
し
ま
す
。

Ⅲ
植
穴
が
壷
状
と
な
っ
て
水
が
溜
っ
て

い
な
い
か
、
②
根
鉢
と
植
栽
地
の
土
質
の

差
が
極
端
に
違
わ
な
い
か
（
大
差
の
あ
る

場
合
、
土
粒
の
毛
細
管
現
象
で
、
根
鉢
の

水
分
が
取
ら
れ
恒
常
的
に
乾
燥
す
る
。
ｌ

こ
の
場
合
、
根
鉢
を
こ
わ
し
て
植
え
直
す

と
よ
い
）

言
う
ま
で
も
な
く
根
が
あ
っ
て
の
植
物

で
す
か
ら
、
根
が
活
力
を
持
っ
て
十
分
活

動
し
て
い
な
け
れ
ば
、
弱
り
目
に
た
た
り

目
、
生
理
的
な
衰
弱
は
も
ち
ろ
ん
、
い
ろ

い
ろ
な
病
気
に
も
侵
さ
れ
や
す
く
な
り
ま

す
。
以
下
、
次
号
へ
続
け
ま
す
。

（
県
鶴
来
林
業
事
務
所
）
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月
日
九
月
十
五
日
（
土
）
九
時
か
ら
～

場
所
県
庁
ｌ
気
多
大
社
社
叢
（
羽
咋
市

寺
家
町
）
ｌ
浄
蓮
寺
の
イ
チ
ョ
ウ

（
志
賀
町
北
吉
田
）
ｌ
県
林
木
育
種

場
（
志
賀
町
火
打
谷
・
中
食
）
ｌ

鹿
島
路
の
タ
ブ
ノ
キ
（
羽
咋
市
鹿

島
路
町
）
ｌ
鎌
ノ
宮
タ
ブ
ノ
キ

（
鹿
西
町
金
丸
）
ｌ
県
庁

集
合
当
日
九
時
ま
で
に
県
庁
裏
（
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
前
）
に
集
合
し
、
こ
こ

ま
た
見
付
か
っ
た
巨
樹

秋
季
巨
樹
探
訪
の
会

場
所

樹
種

幹
周

提
供
者
金
沢
ナ
カ
オ
山
岳
会
代
表

林
正

高
三
郎
山
ク
ラ
コ
シ
尾
根
（
犀
川
国
有
林
）

ヒ
ノ
キ
Ａ

五
四
○
セ
ン
チ
樹
一
局
一
七
メ
ー
ト
ル

か
ら
往
復
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

能
登
方
面
の
方
は
、
十
時
ま
で
に

気
多
大
社
に
集
合
さ
れ
て
も
可
。

会
費
往
復
バ
ス
賃
三
千
円
の
予
定
。

申
込
参
加
希
望
者
は
八
月
三
十
一
日
ま

で
に
住
所
氏
名
と
バ
ス
ま
た
は
自

家
用
車
利
用
の
別
と
集
合
場
所
を
、

事
務
局
へ
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

そ
の
他
中
食
は
各
自
持
参
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
都
合
に
よ
り
一
部
自
家
用

車
に
相
乗
り
お
願
い
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

勺
(3)

樹
木
の
心
材
腐
朽
の
原
因
を
探
り
、
そ

の
保
護
対
策
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
左
記

に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
研
修
会
参
加

ご
希
望
の
方
は
、
八
月
十
日
ま
で
に
事
務

局
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

日
時
八
月
二
十
四
日
（
金
）
二
時
半
か
ら

場
所
白
嶺
会
館
（
金
沢
市
石
引
四
’
十

八
ｌ
｜
・
石
川
護
国
神
社
境
内
）

講
師
赤
井
重
恭
・
京
都
大
学
名
誉
教
授

外
に
本
会
樹
木
診
断
専
門
委
員

な
お
、
「
兼
六
園
ケ
ヤ
キ
治
療
」
の
ビ

デ
オ
の
映
写
も
行
い
ま
す
。

樹
病
と
保
護
に

関
す
る
研
修
会

樹
種
ヒ
ノ
キ
Ｂ

幹
周
一
一
一
三
○
セ
ン
チ
樹
高
一
五
メ
ー
ト
ル

､

巨
樹
名
木
の
診
断

本
会
で
は
巨
樹
名
木
の
保
護
の
た

め
、
罹
病
し
て
い
る
樹
木
の
保
護
診

断
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
該

当
樹
木
が
あ
り
ま
し
た
ら
樹
種
、
場

所
、
所
有
者
、
罹
病
の
程
度
、
連
絡

先
な
ど
ハ
ガ
キ
等
で
事
務
局
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

本
会
樹
木
診
断
専
門
員
や
専
門
家

に
依
頼
し
て
、
診
断
し
て
い
く
計
画

で
す
。
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納
入
し
な
い
場
合
は
退
会
と
み
な
し
ま
す
。

会
員
と
し
ま
す
。

（
退
会
）
第
七
条
会
員
は
退
会
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
会
長
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
費
を

家
族
の
入
会
希
望
者
は
申
込
書
に
よ
り
準

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
員
の

平
成
元
年
度
収
支
決
算

収
入
合
計
百
三
十
七
万
一
千
円
（
会
費

八
十
万
七
千
円
、
事
業
収
入
九
万
九
千
九

百
円
、
雑
収
入
四
十
六
万
四
千
百
円
）

支
出
合
計
百
三
十
七
万
一
千
円
（
事
務

費
四
十
三
万
六
百
六
円
、
事
業
費
五
十
七

万
一
千
三
百
十
一
円
、
繰
越
金
三
十
六
万

九
千
八
十
三
円
）

平
成
二
年
度
事
業
計
画

会
報
年
二
回
発
行
、
巨
樹
探
訪
会
年
二

回
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
費
用
、
巨
樹
に
関
す
る

調
査
研
究

平
成
一
一
年
度
収
支
予
算

収
入
合
計
百
八
十
三
万
四
千
円
（
会
費

八
十
二
万
円
、
事
業
収
入
一
一
十
一
一
一
万
五
千

円
、
雑
収
入
四
十
万
九
千
九
百
十
七
円
、

繰
越
金
一
一
一
十
六
万
九
千
八
十
三
円
）

支
出
合
計
百
八
十
三
万
四
千
円
（
事
務

費
三
十
万
円
、
事
業
費
百
六
万
五
千
円
、

予
備
費
四
十
六
万
九
千
円
）

規
約
の
一
部
改
正

（
加
入
）
第
六
条
会
員
に
な
ろ
う
と
す

る
者
は
、
加
入
申
込
書
を
会
長
に
届
け
出

平
成
一
一
年
度
通
常
総
会
の
概
要

石
川
県
巨
樹
の
会
曰
誌

二
月
六
日
巨
樹
い
し
か
わ
Ⅲ
２
発
送
。

二
月
七
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
記

者
発
表

二
月
十
一
一
一
日
気
多
大
社
の
社
叢
林
調

査
。
調
査
員
、
里
見
、
井
幡
、
田
中
、
外

一
名
。

二
月
一
一
十
一
一
日
石
川
テ
レ
ビ
と
打
合

せ

一
一
一
月
十
七
日
準
備
委
員
会
開
催
。

四
月
四
日
県
、
加
賀
市
、
本
会
で
フ
ォ

ー
ラ
ム
に
つ
い
て
協
議
。

四
月
六
日
加
賀
市
、
同
文
化
会
館
、

県
林
試
等
に
出
張
し
て
準
備
打
合
せ
。

四
月
十
一
一
一
日
実
行
委
員
会
開
催
。
里

見
、
井
幡
、
浅
井
委
員
出
席
。
（
加
賀
市
）

四
月
十
六
日
平
成
元
年
度
決
算
、
二

年
度
予
算
案
、
規
約
の
一
部
改
正
案
並
び

に
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
役
員
会
開
催
。

四
月
十
七
日
濱
野
一
郎
代
表
監
事
、

山
辺
直
美
監
事
に
よ
る
監
査
。

四
月
二
十
日
本
会
活
動
の
実
践
化
の

た
め
、
公
益
信
託
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
ハ
ー
モ

ニ
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
に
活
動
助
成
を
申
請
。

四
月
一
一
十
七
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
準
備
の

た
め
、
加
賀
市
へ
里
見
、
井
幡
、
浅
井
、

田
中
準
備
委
員
が
出
張
。
夕
方
、
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に
参
加
。

四
月
一
一
十
八
日
第
三
回
巨
木
を
語
ろ

う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

巨
樹
の
会
総
会
は
会
場
を
山
代
温
泉
協

Ｐ

会
に
移
し
て
開
催
さ
れ
、
来
賓
あ
い
さ
つ

（
大
幸
県
議
会
議
員
、
斉
藤
県
環
境
部
長
）

の
あ
と
上
皇
保
正
氏
を
議
長
に
選
出
し
、

第
一
号
議
案
、
平
成
元
年
度
事
業
報
告
並

び
に
、
収
支
決
算
、
第
二
号
議
案
、
平
成

二
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
、
第

三
号
議
案
、
規
約
の
一
部
変
更
が
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
。
出
席
会
員
七
○
名
。

四
月
二
十
九
日
大
雨
の
た
め
加
賀
市

勤
労
者
体
育
館
に
て
行
わ
れ
た
グ
リ
ー
ン

フ
ェ
ス
テ
バ
ル
目
加
賀
の
行
事
に
参
加

後
、
巨
木
探
訪
会
を
行
っ
た
。
参
加
者
は

Ａ
コ
ー
ス
八
二
名
、
Ｂ
コ
ー
ス
六
四
名
。

五
月
一
日
県
関
係
者
へ
御
礼
挨
拶
。

五
月
七
日
加
賀
市
関
係
者
へ
御
礼
挨

拶
。五
月
九
日
里
見
会
長
は
太
田
の
大
栃

の
国
指
定
候
補
木
調
査
の
た
め
白
峰
村
へ

出
張
。

五
月
十
五
日
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
ハ
ー
モ

ー
ー
ス
ト
フ
ァ
ン
ド
運
営
委
員
会
か
ら
審
査

の
上
採
択
さ
れ
た
旨
、
連
絡
が
入
っ
た
。

六
月
五
日
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
ハ
ー
モ
ニ

ス
ト
フ
ア
ン
ド
助
成
金
（
委
託
者
宝
酒
造

株
式
会
社
）
の
贈
呈
式
は
安
田
信
託
銀
行

京
都
支
店
で
行
わ
れ
、
本
会
よ
り
里
見
会

長
が
出
席
し
て
四
手
丼
綱
英
同
運
営
委
員

長
よ
り
こ
れ
を
受
領
し
た
。

助
成
は
巨
樹
（
林
）
、
名
木
へ
の
触
れ

合
い
活
動
と
実
態
調
査
を
通
じ
て
保
護
対

策
を
普
及
す
る
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
、

金
額
は
五
○
万
円
で
あ
る
。

Ｆ

六
月
九
日
読
売
新
聞
社
金
沢
支
社
と

共
催
で
講
演
会
と
巨
木
写
真
展
が
行
わ
れ

た
。
講
演
会
の
テ
ー
マ
は
「
巨
樹
も
ろ
も

ろ
」
講
師
は
里
見
会
長
。
参
加
者
四
十

名
。新
・
日
本
名
木
百
選
と
県
巨
樹
名
木
の

写
真
展
は
一
週
間
行
わ
れ
二
六
四
名
が
会

場
を
訪
れ
た
。

六
月
十
日
美
川
町
、
藤
塚
神
社
の

社
叢
林
の
保
護
診
断
。
診
断
員
田
中
敏

之
。六
月
十
六
日
役
員
会
を
開
催
し
て
、

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｒ
Ａ
ハ
ー
モ
ー
ー
ス
ト
フ
ァ
ン
ド

に
つ
い
て
は
巨
樹
名
木
の
保
護
診
断
等
に

重
点
を
お
く
こ
と
。
第
三
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
つ
い
て
は
会
誌
の
特
別
号
発
刊
を
計
画

す
る
こ
と
。
巨
樹
名
木
写
真
の
貸
し
出
し

の
こ
と
等
に
つ
い
て
協
議
決
定
し
た
。

六
月
十
八
日
押
水
町
の
県
指
定
妙
法

輪
寺
の
ナ
ン
テ
ン
、
鹿
島
町
の
町
指
定
、
竜

鬚
カ
エ
デ
、
円
光
寺
の
キ
リ
シ
マ
ッ
ッ
ジ

等
の
保
護
診
断
。
診
断
員
Ⅱ
向
本
、
田
中
。

巨
樹
い
し
か
わ
第
一
一
一
号

平
成
二
年
八
月
一
日
発
行

金
沢
市
兼
六
元
町
十
一
番
二
十
八
号

（
田
中
敏
之
方
）

石
川
県
巨
樹
の
会

電
話
○
七
六
一
一
’
三
一
’
○
五
六
一

郵
便
局
口
座
金
沢
一
一
一
’
一
一
一
一
二
四
九
番
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